
 
 

１．教育課程の編成の考え方及び特色 

  本学保健医療学部は、リハビリテーション学科、看護学科の２学科で構成されており、教

育課程は、 

①多様なリハビリテーション・看護技術を身につけた専門職の育成 

②幅広い専門知識と技術に裏打ちされた問題解決能力をもった専門職の育成 

③豊かな人間性と、仁の心（思いやりの心、いたわりの心）を備えた医療人の育成 

④地域に不可欠な大学として、地域住民の健康づくりのために支援できる人材の輩出 

を目的に教育課程が編成されており、一般教育科目、専門基礎科目、専門科目で構成されて

いる。それぞれの科目は、必修科目と選択科目から成り立ち、一般教育科目と専門基礎科目

は、それぞれの専門職に必要な科目を必修とする。 

リハビリテーション学科の専門科目においてはすべて選択科目とし、国家試験受験資格取

得に必要な科目を履修モデルとして提示する。 

看護学科においては国家試験受験資格取得に必要な科目を必修科目とする。 

 

一般教育科目は、医療専門職として求められる教養教育を身につけることや、豊かな人間性

を養うために、「科学的思考の基盤」「人間と生活」「社会の理解」に分けて科目を構成して

いる。リハビリテーション学科、看護学科における共通の教養科目としており、両学科の学生

が同時に学ぶことができるように、科目を配置している。また必修科目のフレッシャーズセミ

ナーⅠでは、大学での 4年間の学生生活をより実り豊かなものとするために必要とされるさま

ざまな知識やスキルを身につけることを目的とし、さらに必修科目のフレッシャーズセミナー

Ⅱでは、医療チームと協働して自立した行動を学習する。 

専門基礎科目においては、自らの職業的専門性を主体的に考え、リハビリテーション学科、

看護学科ともに、医療職として必要な医学的知識を学習するために、「人体の構造と機能及

び心身の発達」「人体の構造と機能」や、「疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進」

「疾病の成り立ちと回復の促進」や、「保健医療福祉とリハビリテーションの理念」「健康

支援と社会保障制度」の分野での科目配置を行っている。 

専門科目においては、多様なリハビリテーション・看護学を学ぶために、1年次から4年次

にかけて、各専門領域における科目をバランスよく配置している。また両学科とも、国家資

格受験資格を取得するための科目を配置している。 

また幅広い専門知識と技術に裏打ちされた問題解決能力をもった専門職を育成するために、

卒業研究としての理学療法研究、作業療法研究、言語聴覚研究、看護研究を開講し、学問、

臨床の探究心、論理的思考能力を養い、生涯学習の基盤となる力を修得させることを目標と

した。この目標を到達させるため、両学科において研究の方法論を学ぶ科目を、2年次から3

年次に配置し、4年次への研究につなげている。研究の指導は、各学科専攻の担当教員が、学

問、臨床の探究心の養成の観点から、臨床実習・臨地実習での興味や疑問を中心に、研究内

容を指導する。 

 


